
○高齢者は温度に対する感覚が弱

くなるために、室内でも熱中症に

なることがあります。

○室内に温度計を置き、こまめに水

分を補給することを心掛けましょ

う。

○幼児は体温調節機能が十分発達

していないため、特に注意が必

要です。

○晴れた日には、地面に近いほど

気温が高くなるため、幼児は大

人以上に暑い環境にいます。 

高齢者の注意点
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幼児は特に注意

◆ 環境省熱中症情報に関するホームページ
　　http://www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/index.html

◆ 熱中症環境保健マニュアル
　　http://www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/manual.html

◆ 熱中症予防情報サイト
　　http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/index.html

◆ 熱中症患者速報
　　http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/spot/index.html

◆ 携帯サイト版　熱中症予防情報サイト
　　http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/kt/index.html

◆ 携帯サイト版　熱中症予防カード
　　http://www.env.go.jp/k/chemi/heatstroke/
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こんな症状があったら
熱中症を疑いましょう
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